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論文内容の要旨

本論文では,パターン認識の応用技術として,画像処理を用いたユビキタスインターフ

ェースの提案をする.具体的には,家電製品制御システムと男女識別に関する基礎研究を
行っている.

まず家電製品制御システムに関しては,データ収集方法,特徴抽出方法,辞書作成法に

ついて検討した.本システムは入力画像から肌色領域を抽出し,特徴量を抽出する領域を

求め,領域内に存在する肌色領域のエッジより高次局所自己相関特徴を抽出し,線形判別

分析により識別を行っている.

学習データから有効かつ安定した判別空間を構築するためには,1枚の画像から抽出さ

れる特徴次元数の数倍以上の枚数が学習データとして必要であるといわれている.しかし,

辞書作成のための学習データを得る際に,現実問題として短時間では十分な枚数が得られ

ない,容量が制限されているなど様々な問題がある.そこで,本論文では実在する学習デ

ータから仮想的にデータを増やすことを提案した.今回は,原画像に幾学的な回転を与え

ることによって,仮想学習データを作成している.

また本システムで扱うデータは,肌色領域から特徴を抽出しているため,服装の違いに

よって同じクラスでも,得られる特徴量が異なる場合が出てくる,服装ごとに辞書を作成

すればよいが,服装をどのように判断するかが問題となってくる.大幅に異なる特徴量が

存在しても,同じクラスとして取りまとめたい場合があるとする.しかし,大幅に異なる

特徴量を1つのクラスとすると,クラス内分散が大きくなりすぎてしまい,クラス間分散

が小さくなってしまうことが考えられる.このような特徴空間が作成されてしまうと,判

別が困難になってしまう.そこで複数の辞書作成法を提案し,特徴空間の分離度等を考察

している.
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さらに,認識対象が異なる場合でも同じアルゴリズムで識別できるかを考察した.具体

的には体の一部のみが写っている場合でも今まで議論してきた手法で対処できるかどう

かを検討している.

次に顔部品画像を用いた男女識別に関する研究を行った.人間の男女関係を形態的に判

別する場合,女性は男性に比べて目が大きく,鼻が′トさく,顎は細い,というように,髪

型を除けば,額の広さ,顎の尖り具合等,顔に差があることが知られている.

そこで本研究は,顔部品に注目した場合,顔のどの部分に性別を区別する特徴が存在する

かを議論する.男女識別には対象画像から四方向面特徴を抽出した後に,線形判別分析を

適用する方法を用いる.またクラスタ判別法により特徴空間を可視化し,どの顔部品が良

好な特徴空間を作成しているかを観察することにより評価を行う.さらに,男女識別に成

功した各顔部品画像の平均画像を作成することにより,どの部分に特徴の差が表れている

かを調べる.最後に年代による,性別の差について考察を行っている.

以上の研究から,パターン認識の応用技術として,画像処理を用いたユビキタスインタ

ーフェースが有効であることが確認された.今後,本提案手法を発展させることにより,

ユビキタスネットワーク社会の発展へと結びつくことが期待される.

論文審査結果の要旨

本論文では,パターン認識の応用技術として,画像処理を用いたユビキタスインターフ

ェースを提案している.具体的には,家電製品制御システムと男女識別に関する基礎研究
を行っている.

まず家電製品制御システムに関しては,データ収集方法,‥特徴抽出方法,辞書作成法に

ついて検討した.本システムは入力画像から肌色領域を抽出し,特徴量を抽出する領域を

求め,領域内に存在する肌色領域のエッジより高次局所自己相関特徴を抽出し,線形判別

分析により識別を行っている.

学習データから有効かつ安定した判別空間を構築するためには,l枚の画像から抽出さ

れる特徴次元数の数倍以上の枚数が学習データとして必要であるといわれている.しかし,

辞書作成のための学習データを得る際に,現実問題として短時間では十分な枚数が得られ

ない,容量が制限されているなど様々な問題がある.そこで,本論文では実在する学習デ

ータから仮想的にデータを増やすことを提案し,原画像に幾学的な回転を与えることによ

って,仮想学習データを作成している.

また本システムで扱うデータは,肌色領域から特徴を抽出してい.るため,服装の違いに

よって同じクラスでも,得られる特徴量が異なる場合が出てくる,服装ごとに辞書を作成

すればよいが,服装をどのように判断するかが問題となってくる.大幅に異なる特徴量が

存在しても,同じクラスとして取りまとめたい場合があるとする.しかし,大幅に異なる

特徴量をlつのクラスとすると,クラス内分散が大きくなりすぎてしまい,クラス間分散

が小さくなってしまうことが考えられる.このような特徴空間が作成されてしまうと,判

別が困難になってしまう.そこで複数の辞書作成法を提案し,特徴空間の分離度等を考察

している.
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さらに,認識対象が異なる場合でも同じアルゴリズムで識別できるかを考察した.具体

的には体の一部のみが写っている場合でも今まで議論してきた手法で対処できるかどう

かを検討している.

次に顔部品画像を用いた男女識別に関する研究を行った.人間の男女関係を形態的に判

別する場合,女性は男性に比べて目が大きく,鼻が小さく,顎は細い,というように,髪

型を除けば,額の広さ,顎の尖り具合等,顔に差があることが知られている.

そこで本研究は,顔部品に注目した場合,顔のどの部分に性別を区別する特徴が存在する

かを議論する･男女識別には対象画像から四方向面特徴を抽出した後に,線形判別分析を

適用する方法を用いる.またクラスタ判別法により特徴空間を可視化し,どの顔部品が良

好な特徴空間を作成しているかを観察することにより評価を行う.さらに,男女識別に成

功した各顔部品画像の平均画像を作成することにより,どの部分に特徴の差が表れている

かを調べる.最後に年代による,性別の差について考察を行っている.

以上の研究から,パターン認識の応用技術として,画像処理を用いたユビキタスインタ

ーフェースが有効であることが確認された.今後,本提案手法を発展させることにより,

ユビキタスネットワーク社会の発展へと結びつくことが期待される.また申請論文の内容

は,原著論文2編および複数の査読付き国際会議論文として出版されている.

最終試験結果の要旨

最終試験においては,1に述べたように,内容の新規性と有用性が十分に確認された.

また,その主張を十分な説得力をもって発表がなされた.さらに,申請論文の内容は,原

著論文2編および複数の査読付き国際会議論文として出版されている.以上のことから,

学位授与に十分足る内容であると判断する.
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